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6 つのサイン

1. 発熱

2. 白目の充血(両目）

3. 口唇・口腔の紅潮

4. 全身の発疹

5. 手足の変化(浮腫や紅斑）

6. 首のリンパの腫脹

お知らせ

治療方法とその後の管理について

医師 首藤 万里恵
川崎病ってどんな病気？

川崎病とは、全身の血管の炎症により 6 つのサインが現れる病気です。

特に BCG 接種部位の発赤は川崎病に特徴的です。

4 歳以下の乳幼児に多い病気ですが、5 歳以上での発症もあります。

未だその原因は究明できていませんが、治療法や後遺症の管理はわかっています。

6つのサインのうち、5つ以上を満たせば診断となりますが、4つ以下でも治療を開始することがあります。

初日から 6 つすべてのサインが揃うことはほとんどなく、日ごとに増えていくことが多いです。

サインが出始めて 10 日目頃が心臓への影響がいちばん起きやすいため、10 日目までには治療を完了させる

必要があります。治療と診断は時間との戦いになるため、当院ではサイン出現から 5～6 日目までには入院を

して、治療を開始するようにしています。治療は血管の炎症を抑えるために特殊な注射や飲み薬を用いて行

い、入院期間はおおよそ 1～2 週間を要します。

また、退院後も定期的に循環器外来へ通院し、心臓の超音波検査などで後遺症のチェックが必要です。

出典：一般社団法人 日本川崎病学会 川崎病診断の手引き第６版・改訂６版：川崎病心臓血管後遺症の診断と治療に関するガイドライン

：日本小児循環器学会川崎病急性期治療のガイドライン（2020 年改訂版）

川崎病が注意すべきなのは、

約 10％弱の患者さんは冠動脈という心臓の小さな血管の拡張（冠状動脈拡張）や

血管のこぶ（冠状動脈瘤）が出来てしまい、2-3％は後遺症として成人後も残って

しまいます。冠状動脈の障害をそのまま放置すると、冠動脈が狭くなったり、

急性心筋梗塞を起こす恐れがあるので、早期の発見と治療が必要です。

「インフルエンザの予防接種ご案内について」

毎年、冬になると流行するインフルエンザ。

当院でも 10 月 3 日より予防接種が始まります。

インフルエンザの予防には、手洗いや咳エチケットなどの

感染対策に加えて、予防接種も非常に有効です。

本格的な流行を迎える前に、早めの接種をお勧めします！

詳細は裏面にありますので、ぜひご覧ください！！
詳細は裏面へ！！

お知らせ

原因不明の熱が続く場合には、熱以外に川崎病に特徴的なサインがないか十分に気をつけ、

早めに医師の診察を受けることが大切です！！



☆付き添いに関してのお願い☆
当院では感染拡大防止対策として、入院患者様の付添

いや時間外の面会を制限させていただいており、また

外来診察は、

『患者さま 1 名につき、付添い 1 名のみ』

とお願いしています。付添いがお一人で難しい場合

は、スタッフにご相談ください。

ご理解の上、ご協力をお願いいたします。

お気軽にご相談ください！

医療ソーシャルワーカーがお手伝いします

ご家族の休息を支える

「短期入所（ショートステイ）」のご案内

～診療時間変更のご案内～

9 月 1 日(火)から午後の診療開始時刻が変わりました。

午前 9：00～12：00
午後 14：00～18：00（月～土）

乳児健診・予防接種

水曜日 １４：００～１７：００ ※予約制

☆休診日：日曜・祝祭日・年末年始

ただし急患の方はこの限りではありません

お電話なしでご来院ください

病気やケガだけでなく、子育てや生活の困りごとも

相談できます。

� こんなことで悩んでいませんか？

✅ 子育てや養育に不安がある

✅ お子さんの発達や成長が気になる

✅ 学校・幼稚園・保育園との関わり方を相談したい

✅ 利用できる福祉制度やサービスを知りたい

✅ 退院後の生活について相談したい

医療ソーシャルワーカーがお手伝いします

・ご家族のお話をお聞きし、一緒に解決方法を考えま

す

・必要に応じて院内スタッフや地域の支援機関と連携

します

「こんなことを相談してもいいのかな？」と思うこと

でも大丈夫です。

お子さんとご家族が安心して生活できるよう、一緒

に考えます。

相談をご希望の方は、医師・看護師・受付スタッフ

へお気軽にお声かけください。

当院では、障害福祉サービスの一つである短期入所

（ショートステイ）を行っています。

短期入所は、お子さんを一時的にお預かりし、ご家

族の介護や育児の負担を軽くするためのサービスで

す。

� こんなときにご利用いただけます

 「少し休息をとりたい」

 きょうだいの学校行事や通院がある

 ご家族自身の通院や用事がある

 急な用事などで、お子さんのケアが難しい

 ご家族の負担を少し軽くしたい

利用中は、看護師や保育士・メディカルアシスタン

トなどのスタッフがお子さんの体調を見守りながら、

安全に安心して過ごせるようサポートします。

ご利用には、お住まいの市町村で障害福祉サービス

の利用手続きが必要です。

手続きについて知りたいなど、わからないことがあ

りましたら、まずはお気軽に医療ソーシャルワーカー

へご相談ください。

ご家族が安心して毎日の生活を送れるよう、私たち

がお手伝いします。

医療ソーシャルワーカー

河村 翔平


